
 

 

［成果情報名］カンショ「ダイチノユメ」、「こなみずき」栽培によるネコブセンチュウ密度抑制効果 

［要約］サツマイモネコブセンチュウのレース SP2 発生圃場でカンショ「ダイチノユメ」、

「こなみずき」を栽培しても、被害はほぼ発生しない。これらの品種の栽培翌春の作土で

は線虫密度が低くなり、次作のカンショ「コガネセンガン」の被害もやや軽減される。 
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［背景・ねらい］ 

南九州地域（宮崎県及び鹿児島県）のカンショ生産ほ場では、サツマイモネコブセンチ

ュウ（以下線虫）が広く発生している。この線虫は、カンショ品種に対する寄生性の違い

から複数のレースに分けられ、南九州地域では、SP2 が主要レースと報告されている。こ

れまでカンショでは、線虫発生ほ場において塊根の被害症状や根系の根こぶ形成を基準に

選抜することで、線虫抵抗性品種が育成されてきたが、育成段階で抵抗性強とされる品種

の中には、被害は受けないものの線虫を増殖させる品種が含まれている。一方で、近年抵

抗性強の品種の中で SP2 を増殖させない SP2 抵抗性の品種が普及しつつある。そこで、

SP2 抵抗性の原料用カンショ品種「ダイチノユメ」、「こなみずき」を SP2 発生圃場で栽

培した場合の被害状況、線虫密度抑制効果及び次作の被害軽減効果について明らかにす

る。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．線虫抵抗性が強のカンショ品種「ダイチノユメ」、「こなみずき」では、線虫発生圃

場で栽培しても総塊根重の 98%以上が無被害と判定され、ほとんど線虫害が発生しない

が、線虫抵抗性がやや弱の「コガネセンガン」では線虫害が発生する（図 1）。 

２．各品種栽培翌春の作土（深さ 10～15cm）の線虫密度は、「コガネセンガン」栽培後

に比べ、SP2 に抵抗性である「ダイチノユメ」栽培後及び「こなみずき」栽培後では低

い。心土（深さ 25～35cm）でも同様の傾向が認められるが、作土に比べ、全体的に線

虫密度は高い傾向がある（図 2）。 

３．「ダイチノユメ」栽培後及び「こなみずき」栽培後では、翌年栽培した「コガネセン

ガン」の被害が、「コガネセンガン」栽培後に比べやや軽減される（図 3）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．生産者が線虫抵抗性の原料用カンショ品種栽培を導入し、線虫抑止型の作付体系を組

み立てる参考情報として活用できる。 

２．SP2 に抵抗性の品種を栽培した後でも一定数の線虫が心土には残存するので、深根性

の根菜類を栽培する場合には、線虫により加害される可能性に留意する必要がある。 

３．主要レースが SP2 である南九州地域を対象とした成果である。「ダイチノユメ」及び

「こなみずき」は、SP1 及び SP2 に対しては抵抗性の品種であるが、他のレースに対す

る抵抗性は不明なので、主要レースが異なる地域では留意する必要がある。 

  



 

 

［具体的データ］ 
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図 1 サツマイモネコブセンチュウ抵抗性カンショ品種を同線虫発生圃場で栽培した場合の被

害状況 

挿苗日 2011 年 5月 17 日、26日。収穫日 2011 年 10 月 31 日～11月 1日。栽培前の線虫密度は 60～

76 頭/20g 土壌（2011 年 3月 17 日調査、深さ 10～15cm）。各品種左下の数字は総塊根重に対する無

被害と判定された塊根重の割合（％） 

図2 前作カンショ品種の違いが翌春

のサツマイモネコブセンチュウ密度

に及ぼす影響 

調査日 2012 年 3 月 12～13 日。*は

Dunnett 法により対照区との間に 5%水

準で有意差があることを示し、NS は有

意差がないことを示す。データは対数

変換後に解析した。反復数 3。 

図 3 前作カンショ品種の違いが次作「コガネセンガン」の被害に及ぼす影響 

挿苗日 2012 年 4月 27 日。収穫日 2012 年 9 月 25～26 日。*は Dunnett 法もしくは Dunnett の T3 法

（等分散性が棄却された場合）により対照区との間に5%水準で有意差があることを示し、NSは有意

差がないことを示す。反復数 3。 


